
第６号様式（第 24 条関係）

プロポーザルによる受託候補者選考結果票

以下の業務について、プロポーザルにより選定した受託候補者と契約締結したので、選考結果を公表い

たします。

1　対象業務

業 務 名 　　「あいづ食の陣」プロモーション業務委託

契 約 期 間 令和 8 年 6 月 22 日　～　令和 9 年３月 23 日 担当課 あいづ食の陣実行委員会

（事務局　市農政課内）

契 約 の

相 手 方 株式会社　エヌ・エス・シー

契 約

締 結 日
令和 8 年 6 月 22 日

契 約 価 格 　２，６９５，０００　円

２　提案等の審査結果

審 査 日 提案書審査 令和８年６月１１日　 ヒアリング審査 令和８年６月 18 日　

選考委員名

株式会社山際食彩工房　代表取締役 山際　博美

一般財団法人会津若松観光ビューロー　観光アドバイザー　齋藤　朱莉

公立大学法人会津大学　会津大学短期大学部　准教授　八木橋　彰

会津よつば農業協同組合　企画広報課担当課長　福地　真由美

会津若松市農政部　部長　二瓶　亮二

審 査 方 法

　選考委員５名が出席し、提案者 3 者からのプレゼンテーション（提案説明）及びヒアリ

ング（質疑応答）により、提案内容を確認した後、審査基準に基づき各委員が個別に

採点を行った。

　評価基準による＜選定順ア＞「過半数を超える委員から最高順位を得た者」に基づ

き、提案者の評価点の合計が、過半数の委員において最高であったものを受託候補

者として選定した。

選 評

受託候補者：株式会社　エヌ・エス・シー

　本提案は、業務の目的や要求水準を踏まえるだけでなく、オリジナリティが高く、

データ分析を含めた PDCA サイクルが体系的に構築されており、ターゲットの行動に

合わせた対応のプロセスが的確に設計されているほか、顧客の認知～意思決定～来

訪までの導線が施策に十分反映されている点が評価できる。一方で、アナログの取組

との連携が薄い印象があり、また、提案者の設定したターゲットへの認知は促される

が、実際の来訪に結びつくハードルは高いと感じる部分もあり、今後データ分析をふ

まえ随時改善を加えることで、来訪者の増加につながることを期待する。

３　選考結果

参加者名

評価点

1:実施方
針

2:実施体
制

3:企画提
案内容

4:類似業
務の実績

5:工程計
画

6:見積の
妥当性

最高点

採点者数

A 社
（株式会社エヌ・
エス・シー）

64 42 186 41 42 19
３名／５名

B社 55 38 164 39 38 20 ２名／５名

C 社 49 26 170 22 34 17 ０名／５名

※　各参加者は受付順に記載しています。評価点は、審査項目ごとの審査委員の合計点です。


